
令和元年度 第２回小田原市総合教育会議 

日時：令和２年２月７日（金） 

                         午前９時 00分から 11時 00分まで 

                      場所：市役所３階 全員協議会室 

 

次  第 

１ あいさつ 

 

 

２ 議 題 

 

(1) 子どもの居場所について 

（資料１-１～資料１-５） 

 

 

 

 

(2) (仮称)おだわら子ども若者教育支援センターについて（報告協議） 

（資料２） 

 

 

 

 

(3) 行政・学校・地域からの親世代へのアプローチについて 

 

 

 

 

３ その他 



小田原市総合教育会議名簿 

（敬称略）  

氏  名 所 属 等 

加藤 憲一 小田原市長 

栢沼 行雄 小田原市教育長 

和田 重宏 
（教育長職務代理者） 

子どもと生活文化協会（ＣＬＣＡ）顧問 

吉田 眞理 小田原短期大学学長 

森本 浩司 医師 

益田 麻衣子 NPO法人こころみ理事長 
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NO 学校名 子ども食堂型 子ども食堂型以外

1 三の丸 〇R１ ●H28

2 新玉 　 ●H29

3 足柄 ●H30

4 芦子 ●R１ ●H29

5 大窪 ●H29 〇R１

6 早川 ●H23 ●R１ ●22 ●早川河原公園

7 山王 ●R１ ●30

8 町田 ●R１ ●R１

9 久野 ●H22 ●H28 ●23

10 富水 ●R１ ●H29 ●23

11 下府中 ●R１ ●H29 〇R１

12 桜井 ●H25 ●H29 ●28

13 千代 ●R１ ●H28 ●H30 ●28 ●上府中公園

14 下曽我 ●H30

15 国府津 　 ●H30

16 酒匂 ●H28 ●H27 ●R１ ●酒匂浜公園

17 片浦 ●H30 ●H24

18 曽我 ●R１

19 東富水 ●H30　○R１ ●H30 ●26

20 矢作 ●H23 ●R１

21 報徳 ●H28

22 豊川 ●H30

23 富士見 ●R１ ●南鴨宮富士見公園

24 前羽 ●H30 〇R１

25 下中 ●H29 ●R１ ●28

8 8 25 12 4箇所　10回

家庭、学校、地域、行政等がそれぞれの役割を担いつつ、地域における子どもの居場所、
放課後児童クラブや放課後子ども教室が連携することで、子どもたちが安全・安心に過ご
せる豊かな育ちの場づくりの取組を進める。

※子どもの居場所づくり事業の趣旨

子どもの居場所づくり事業の進捗状況（Ｒ１予定を含む）

地域の見守り拠点
子ども教室

【令和元年１２月現在】

●・・・実施済　　　○・・・予定（未実施）

プレイパーク
小学校

情報発信
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名称（地区） 実施主体 実施日 実施時間 実施場所 事業内容 参加（子ども）
人数

参加者負担 事業開始年月
市の資金面
での支援内容

市の支援時期

はまっこてらす
（酒匂）

チーム・そよ風
（代表者　本多 孝子）

毎月第２水曜日 15時30分～19時 小田原市集会所 食事の提供とともに、学習支援や昔遊びなど 毎回35人程度 大人　 300円
子ども　無料

平成28年6月
地域の見守り拠点づくり事業負担金
平成31年４月から子ども食堂運営経費120千円
（平成30年度まで65千円）

平成28年6月

ほたるだ子ども食堂
（東富水）

ほたるだ子ども食堂
（代表者　岩崎 世人）

毎月第３木曜日 15時30分～19時 デイサービスもみの木　内 食事の提供とともに、昔遊びなど 毎回20人程度 大人　 300円
子ども　無料

平成29年12月
地域の見守り拠点づくり事業負担金
平成31年４月から子ども食堂運営経費120千円
（平成30年度まで65千円）

平成30年12月

お結びころりん
（上府中）

上府中まちづくり委員会
（代表者　柳沼 未由起）

毎月第２土曜日
ただし８月は毎週
木曜日

10時～16時 高山邸（市内千代431）

食事の提供とともに、学習支援や昔遊びなどを実
施。同じ場所で、上府中おたすけ隊として高齢者
への支援、居場所の提供も行う。二つの取組を
総称して、「かみふカフェ」とする。

毎回15人程度
大人　  500円
子ども  無料 平成31年4月

地域の見守り拠点づくり事業負担金
子ども食堂初期経費100千円
運営経費120千円

平成31年4月

ココドモン島
（富水）

ココドモン島
（代表者　長谷川麻美） 毎月第３日曜日 17時～21時 「お寺カフェ　瑞鳥庵」内

（北ノ窪145番地）

子どもから高齢者まで、食事を楽しみながらだれ
もが集える居場所を目指す。また、学習支援とし
て勉強会も実施。

毎回15人程度 大人　　500円
子ども   無料

令和元年5月

地域の見守り拠点づくり事業負担金
子ども食堂初期経費100千円
運営経費110千円

令和元年5月

まちだっこ食堂
（足柄）

足柄地区社会福祉協議会
（代表者　山田 敏夫） 毎月第２土曜日 11時～15時 今井公民館

１階を食堂、２階を遊び場等として利用
食事の提供とともに、将棋、トランプ等の遊びなど
を実施。

毎回15人程度 大人　　300円
子ども   無料

令和元年6月

地域の見守り拠点づくり事業負担金
子ども食堂初期経費100千円
運営経費90千円

令和元年6月

からたちハウス
（芦子）

からたちハウス
（代表者　窪田 清美） 毎週金曜日 15時～20時 荻窪760

賃貸契約場所
食事の提供とともに、学習支援が中心 毎回5人程度 月額　800円 平成30年8月

地域の見守り拠点づくり事業負担金
運営経費80千円

令和元年8月

わいわい食堂
（荻窪）

おだわら児童館連合
（代表者  岩瀬 祐子）

毎月第３金曜日 18時～20時 生涯学習センターけやき 子どもたちも料理づくりを手伝い、食事をする 毎回15人程度
大人　500円
小学生以下無料

平成29年度

小田原市市民活動応援補助金
スタートアップコース：Ｈ29
ステップアップコース：H30
ステップアップコース：R１

平成29年度

スマチル
(東富水）

一般社団法人
スマイルチルドレン
（代表者　鈴木 雄二）

月～金曜日 16時～20時 堀ノ内196-2
賃貸契約場所

食事の提供とともに、遊びや学習支援を実施 登録制
利用日数に応じ
2,000～10,000円

令和元年7月 今後の運営形態をみて判断

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子ども食堂実施一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【資金的な支援をしている子ども食堂】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【現在、運営中ではあるが資金的な支援をしていない子ども食堂】

令和元年7月9日にオープン。現在は、登録制（現在は数名程度）としており、だれももが自由に出入りする環境ではない。また、スクールコミュニティの理念に基づく地域の大人が子どもを見守る居場所とはなっていない状況にある。
今後の運営形態をみながら、資金面の支援は検討していく。　放課後児童クラブの時間延長版（児童クラブは１８時３０分で閉所）で働くお母さんを助けるという主旨で設立。

　　　　　　　　　　　【令和元年１２月現在】

資料１－３



「放課後児童クラブ」と「放課後子ども教室」の概要 

 放課後児童クラブ 放課後子ども教室 

目的 保護者の就労等により、見守りを受け

られない児童に生活の場を提供する。

全ての児童を対象に、学習や様々な体

験・交流活動等の機会を提供する。 

実施内容 専用の児童クラブ室で実施 

クラブ室内外での遊び、読書、自主学

習、おやつの提供等 

特別教室等を借用して実施 

宿題やプリントなどの学習、昔遊びや

工作、読み聞かせ等の体験活動等 

開設日数 月～土曜日（学校休業日を含む、祝

日・年末年始除く） 

学校のある日で週１～３日 

開設時間 放課後から１８時３０分 放課後から１６時頃まで 

利用料金 月額 7,000 円、保険料年 800 円 

おやつ代別途 

無料、保険料年 800円 

材料費等実費負担あり 

利用児童数 1,701 人（平成 31年 4月 1 日現在） 

対象児童に対する利用率 19.1％ 

クラブ利用児童のうち教室を利用する

児童数 407 人（23.9％） 

1,162 人（令和 2年 1月 1日現在） 

対象児童に対する利用率 18.5％ 

スタッフの

役割 

指導員 

 児童に放課後の生活の場を提供す

るため生活指導、余暇指導、安全管

理、健康管理を行う。 

コーディネーター 

 活動プログラムの作成や学校や関

係機関との連絡調整等を行う。 

学習アドバイザー 

 予習・復習等、子どもたちの学習

をサポートする。（教員免許あり） 

安全管理員 

 児童の出欠確認や活動中の安全を

確保するため見守りを行う。 

ボランティア 

 地域の方などに参画いただき、体

験活動等の指導をしていただく。 

スタッフの

人数 

指導員 205 人 コーディネーター 17 人 

学習アドバイザー 71 人 

安全管理員 67 人 

スタッフの

配置基準 

児童 17.5 人に対して 1名配置 

シフトを組んで対応しており、日々勤

務するのは 130 人程度 

スタッフの配置に基準はないが、コー

ディネーター1人、学習アドバイザー

2人、安全管理員 2人を標準として、

各校の参加人数に応じて配置 

資料１－４ 



資料１－５ 


